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あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

対
ギ
タ
ロ
グ
ラ
ブ
支
援
金
は
側
名
よ
り
約
四
万
円

昨
年
度
の
幹
事
会
に
て
議
決

さ
れ
た

「関
西
大
学
ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ
ヘ
の
後
援
」
の
具
体
策
と

し
て
現
役
生
へ
の
支
援

（カ
ン

パ
）
を
本
紙
面
上
と
別
紙
チ
ラ

ン
に
て
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
”
名
の
Ｏ
Ｂ
よ
り
合
計

■８

５８
円

の
支
援
金
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
諸
氏
の
ギ

タ
ー
ク
ラ
ブ
ヘ
の
熱
い
思
い
や

り
に
対
し
て
感
服
の
念
と
感
謝

の
意
を
感
じ
る
結
果
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ギ
タ
ー
ク
ラ
プ
の
部
員
数
は

こ
こ
数
年
ｍ
名
前
後
で
安
定
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は
全
盛

期
、
ｍ
～
ｍ
年
代
頃
の
半
数

（

ピ
ー
ク
時
は
新
学
期
時
、
３
ｏ

名
に
至
っ
た
）
、
或
い
は
そ
れ

以
下
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ブ

の
情
品
等
は
そ
の
殆
ど
が
部
員

に
よ
り
賄
わ
れ
て
お
り
、
故
障

・
破
損

・
老
朽
化
等
に
よ
る
買

替
え
は
大
変
な
負
担
に
な
り
ま

す
。
特
に
合
奏
や
ア
ン
サ
ン
プ

ル
に
不
可
欠
な
特
殊
楽
器
、
ア

ル
ト
　
パ
ス
　
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

ギ
タ
ー
　
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
等
々

は
大
変
高
価
な
も
の
で
ま
と
ま

っ
た
金
額
が
必
要
で
す
。
当
然

の
事
、
長
期
間
の

「我
慢
」
を

強
い
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
が

今
回
は
ア
ル
ト
ギ
タ
ー
を
１
台

購
入
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
諸
氏
に
寄
付
を
募
り
１
年

強
、
よ
う
や
く
そ
の
買
替
え
に

多
少
な
り
と
も
力
添
え
出
来
た

事
を
意
義
深
い
事
と
感
じ
て
い

ま
す
。

こ
の
事
業
は
Ｏ
Ｂ
会
発
足
”

年
に
し
て
始
め
て
の
事
で
、
“

万
円
近
く
の
カ
ン
パ
を
集
め
る

事
が
出
来
ま
し
た
が
、
来
年

再
来
年
と
実
施
し
て
又
同
じ
よ

う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
と
は
考

え
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
向
こ
う

数
年
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
に
は
常
時
Ｏ
Ｂ
会
の
幹
事

或
い
は
直
接
ギ
タ
ー
ク
ラ
プ
の

方

へ
で
も
引
き
続
き
支
援
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

尚
、
こ
の
事
業
の
運
営
に
際

し
、
現
役
生
と
の
打
ち
合
わ
せ

や
物
資
の
手
配
は
、
す
べ
て
き

期
の
木
村
浩
三
さ
ん
に
ご
足
労

頂
い
た
事
を
添
え
て
お
き
ま
す
。

引
続
き
ご
支
援
を
，
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Ｘ
施
設
使

練
習
場
の

中
の
た
め

使
用
す
る

用
料
は
現
在
部
室
と

あ
る
誠
之
館
が
工
事

外
部
の
有
料
施
設
を

た
め
の
費
用
で
す
。

◎
支
援
者
ご
芳
名
◎

（敬
称
略
）

（１
期
）
藤
原
正
敏
　
（０
期
）

西
側
圭
治

（４
期
）
富
井
善
之

八
島
威
、
林
清
治
、
今
回
克
忠

(31コントラバスキャスター
13.900円
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５^
期
）
臼
丼
彰
彦

小
林
邦
和

河
野
修
　

６^
期
）
西
尾
保
弘

藤
野
雅
男
、
墨
勉
、
黒
谷
政
夫

７^
期
）
永
丼
正
技
　

８^
期
）

安
藤
隆
文

９^
期
）
畑
川
正
利

鳥
井
正
、
高
本
健
児

匈^
期
）

浅
野

一
則
、
米
阪
憲
和
、
小
柳

豊
茂

　

（＝
期
）
青
木
朋
幸
、

井
上
正
彦

１^２
期
）
青
木
敏
明

江
袋
芳
味
、
小
野
益
男
、
谷
口

多
夏
子

（１３
期
）
岸
本
孝
司
、

辻
本
恒

一

（“
期
）
安
宅
恒
夫

“^
期
）
楠
本
正
行

畑
中
典
子

（‐７
期
）
森
兼
弘
、
大
川
賢

一

（”
期
）
木
村
浩
三

安
田
貞
之

“^
期
）
本
郷
淳

　

（ハ
期
）

坪
井
宏
之

（”
期
）
高
原
瑞
穂

日
１１
期
の
青
木
さ
ん
よ
り

ｍ
代
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
は

文
化
育
成
に
貢
献
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
で
す
が

お
役
に
立
て
ば
ギ
タ
ー
好
き
の

小
生
に
と
っ
て
幸
い
で
す
．

尚
、
こ
の
他
に
も
先
に
他
界

さ
れ
た
６
期
の
西
島
さ
ん
に
Ｏ

Ｂ
会
か
ら
供
え
ら
れ
た
１
万
円

が
６
期
生

一
同
よ
り

「
カ
ン
パ

と
し
て
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
．

〈苔員
数
は
六
一九
名
に

本
年
度
の
卒
業
生
は
４‐
期
生

で
１０
名
、
期
幹
事
は
元
部
長
の

阿
部
雄
太
さ
ん
で
す
　
会
員
総

数
は
６
１
９
名
に
な
り
ま
す

現
在
、
３８
期
以
降
の
Ｏ
Ｂ
の
名

簿
は
製
作
中
で
す
．
全
会
員
の

新
名
簿
は
予
算
不
足
の
た
め
、

保
留
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

新
Ｏ
Ｂ
の
会
員
登
録

に
つ
い
て
は

従
来
は
卒
業
と
同
時
に
Ｏ
Ｂ

会
の
会
員
と
し
て
登
録
し
て
来

ま
し
た
が
、
平
成
い
年
度
幹
事

会
に
於
て
、

「卒
業
生
か
ら
個

別
に
会
員
登
録
の
意
志
を
問
う

べ
き
」
、
す
な
わ
ち
Ｏ
Ｂ
で
は

あ
る
が
Ｏ
Ｂ
会
に
は
入
会
を
望

ま
な
い
ケ
ー
ス
を
考
慮
す
べ
き

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を

遂
行
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

「
期
生
よ
り
適
用
さ
れ
、
卒
業

生
１４
名
の
内
１
名
か
ら
入
会
辞

退
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

従

っ
て
匈
期
生
は
Ｈ
名
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
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● 9月 19日(日)2:00開演
●大阪市中央公会堂 ・小集会室

中央公会壁 小集会壼

会
場
は
お
馴
染
み
、
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

大
阪
市
中
央
公
会
堂
の
小
集
会

室
と
云
う
い
わ
ゆ
る
多
日
的
ホ

―
ル
．
彫
刻
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
が
施
さ
れ
、
趣
の
あ
る
シ
ャ

ン
デ
リ
ア
の
柔
ら
か
い
明
か
り

に
包
ま
れ
た
重
厚
な
部
屋
だ
が
、

決
し
て
演
奏
会
用
に
設
計
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
ス
テ
ー

ジ
は
お
ろ
か
ス
ボ

ッ
ト
照
明
、

ブ
ザ
ー
等
は
備
え
て
い
な
い
．

又
、
受
付
を
ホ
ー
ル
の
外
に
設

置
す
る
事
や
演
奏
会
告
知
用
の

ポ
ス
タ
ー
の
貼
付
は
禁
上
、
等

々
文
化
財
の
遵
守
項
目
が
多
く

過
去
に
経
験
し
た
事
の
な
い
運

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
．
さ
て
、

難
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
の
開

演
と
な
っ
た
が
、
演
奏
が
始
ま

る
と
当
会
場
の
３
倍
以
上
の
広

さ
が
あ
る
隣
室
で
ダ
ン
ス
の
イ

ベ
ン
ト
が
始
ま
り
、
司
会
者
の

声
と
大
音
量
の
ダ
ン
ス
音
楽
が

流
れ
始
め
た
。
そ
の
他
、
階
下

に
契
約
し
た
控
室
か
ら
会
場

へ

の
経
路
が
と
て
も
複
雑
で
迷
う

出
演
者
が
続
出
す
る
等
々
　
ト

ラ
ブ
ル
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
見
舞

わ
れ
た
演
奏
会
だ

っ
た
。
今
回

の
議
奏
会
は
全
て
ツ
ロ
　
ス
テ

ー
ジ
で
構
成
、
行
事
名
も
初
の

「独
奏
演
奏
会
」
と
し
た
。

出
演
者
は
３
名
の
現
役
上
を
合

む
１３
名
で
、
残
念
な
が
ら
初
出

演
者
は
ゼ
ロ
．
実
は
１３
期
の
小

林
打
さ
ん
が
初
主
演
エ
ン
ト
リ

ー
を
し
て
い
た
の
だ
が
　
直
前

に
都
合
に
よ
り
断
念
し
た
．
ま

た
、
こ
れ
ま
で
は
現
役
生
に
受

付
、
裏
方
等
多
方
面
に
渡
り
応

援
を
し
て
頂
い
た
が
、
今
後
は

極
力
現
役
生

へ
の
負
担
を
少
な

く
し
、
Ｏ
Ｂ
会
だ
け
で
ま
か
な

う
事
で
方
向
転
換
し
た
　
受
付

は
日
期
の
本
付
さ
ん
、
と
浅
井

さ
ん
、
そ
れ
に
４０
期
の
柴
山
さ

ん
の
３
人
、
裏
方
は
１８
期
の
上

月
さ
ん
が
担
当
．
現
役
生
に
は

司
会
者
に
３
回
生
の
金
澤
さ
ん
、

そ
し
て
写
真
撮
影
班
に
部
長
の

原
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
今
後

も
負
担
を
最
小
限
に
押
さ
え
た

レ
ベ
ル
で
現
役
の
皆
さ
ん
に
お

手
伝
い
お
願
い
す
る
方
向
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
を
計

っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

演
奏
者
及
び
曲
名
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
参
照
。
日
新
し
い
と
こ

ろ
で
は
“
期
の
濱
近
さ
ん
と
、

３
回
生
　
松
村
さ
ん
の

「
フ
ラ

メ
ン
コ
」
新
旧
対
決
、
又
　
６

期
の
西
尾
さ
ん
と
こ
れ
ま
た
３

ビ
ア
風
奇
想
曲
」
新
旧
対
決
も
．

勝
敗
は
如
何
に
！

当
潤
者
会
は
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

の
波
及
等
に
よ
り
Ｏ
Ｂ
会
員
に

対
し
個
別
の
案
内
は
行
な
わ
な

か

っ
た
が
、
驚
く
べ
き
事
に
Ｏ

回
生
　
中
尾
さ
ん
と
の

「
ア
ラ

一

．
村
屋
藤
兼

第
林
沖
凛
轟

ロ
ー
２
３
４

第

部

8回 独奏演奏会プログラム

浩三 い0期,
淳 (40期)
厚

“

6期)
弘 17期 ,

口第 2部
i 芦田 純子●0期|

2 西尾
3 高本

イギリス|■ttop 31(JWデ ュアート,
アラビア風寄想曲 「 タレガ)

多ラ

`:二

千ソ野乳%編 L ωsバハ|

「詩||ワルツ葉」より
序奏 ぬ 1 隆 4 No81Eク ラナドス,

アラビア風寄想曲 (F タレn
ブラツルの風景より

アゴゴー バッヵ―ダ(| サビォ|
タンゴ アン スカイ IRデ

`ア
ンス)

ベルディァーレス
タランタス レ,コ デ ソレン7'
ブレリアス● コヽ デ ルン7'

組曲口短調より、
クーラン ト ・美 しき暗殺者・ (Cム ートン|

フーガ第 1番 L ブローウエル,

鸞 '農轟ゑ霜『ノイ掲
[ヴ′rス|

期
期

６

９
弘
児
保
健

鶏
期
期

之
紀
利

信
直
書由

村
近

林
松
濱

４
５
６

■第 3部
1 虎地 祐奥 (43期

'

2 坂口 年二 16期,
0 浅野 ―貝110期,

一̈］』［̈【」］中一警一

た
。
今
後
も
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
、

総
会
、
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
々
、

Ｏ
Ｂ
会
諸
行
事
の
連
絡
応
答
に

関
す
る
手
段
と
し
て
Ｈ
Ｐ
等
関

連
を
フ
ル
に
活
用
し
て
Ｏ
Ｂ
会

の
省
エ
ネ
に
反
映
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

●第8回独奏演奏会収録
現金審留にてお申込下さい。

①ビデオテープ

②DVD(DVD R対 応)

③カセットテープ(2本組)
,金額は送料込みで、00は 1,000円
②は,,600円です.
〈申込先〉

稲生哲夫 まで
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）
発

表

の

場

と

し

て

ご

活

用

く

だ

さ

い

，

独
重
奏
演
奏
会
も
別
表
の
よ

う
に
今
年
で
８
回
を
数
え
＾
０

Ｂ
会
の
恒
例
行
事
と
し
て
少
し

ず
つ
認
知
さ
れ
て
き
た
感
じ
で

す
が
、
そ
の
反
面
、
出
演
者
の

顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ

で
す
．
ま
た
、　
一
部
の
Ｏ
Ｂ
の
方
か

ら

「独
重
奏
演
奏
会
を
聴
き
に

行
き
た
い
が
、
い
つ
や
っ
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
。
」
と
い
う

よ
う
な
意
見
も
問
か
れ
ま
す
。

新
し
い
出
演
者
に
つ
い
て
は

自
発
的
に
出
演
を
申
し
出
ら
れ

る
方
が
少
な
い
た
め
に
個
人
的

に
心
当
た
り
の
方
に
出
演
を
依

頼
し
、
ま
た
開
催
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
上
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
充
分
に
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま

せ
ん
．
そ
こ
で
、
来
年
か
ら
は
開
催

の
時
期
を
決
め
て
演
奏
会
を
行

な
う
こ
と
で
、
潜
在
的
に
出
演

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
で
き
る
よ
う

に
し
て
出
演
を
促
し
、
ま
た
Ｏ

Ｂ
の
来
聴
も
促
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
．

グラナダに出演中の筆者

過去 8回 の会期 会場 ・OB出 演者数

H7 10 7

H9 9 28

Hl1 9 26

H12 12 10

H14 7  20

16 9 19

H17 5 2,

開
催
の
時
期
で
す
が
、
過
去

の
出
演
実
績
答
を
考
慮
し
、
０

Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
年
を
除

く
毎
年
５
月
下
旬
の
日
曜
日
と

し
ま
す
。
会
場
に
つ
い
て
は
中

込
開
始
の
時
期

（演
奏
会
の
３

ケ
月
前
と
か
６
ケ
月
前
）
や
抽

第
”
期

木
村
　
浩
三

ギ
タ
ー
か
ら
選
ざ
か
っ
て
い
た

選
の
関
係
も
あ
り
、
本
機
関
紙

で
の
告
知
が
で
き
ま
せ
ん

（次

回
は
内
定
し
て
い
ま
す
ヽ
下
欄

参
照
）
が
　
私
宛
に
電
話

「
ヽ
，
（ス
Ｏ
Ｎ
ヽ
）Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
“
∞
ヽ
０

メ
ー
ル

●
日
月
”
ｌ
ｍ
Ｏ
」
言
１
８
曰
【

お
問
合
せ
い
た
だ
け
れ
ば
状
況

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．

発
表
の
場
を
求
め
て
お
ら
れ

方
も
、
こ
れ
を
目
標
に
練
習
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
重
奏
で
の
出
演
は
０

Ｂ
同
士
に
限
定
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
友
人
　
家
族
と
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
発
表
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

次
回
は
新
大
阪
で

第
９
回
演
奏
会
は
平
成
１７
年

５
月
四
日
一Ｈ
一
、
新
大
阪
Ｋ
０

Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ａ
の
練
雷
発
表

室
と
内
定
し
て
い
ま
す
。

を
備
え
た
文
化
施
設
で
す
。
場

一

所
は
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
東
口
よ
り

一

畔
【
¨
螂
的 ．。
一
一
一
』
一
一
時

一

に
開
館
し
た
ば
か
り
の
施
設
で
、

地
上
”
階
の
建
物
内
に
さ
ま
ざ

一

ま
な
練
習
室
、
録
音
ス
タ
ジ
オ
、

宿
泊
施
設
Ｉ
Ｉ
ス
ホ
ス
テ
ル
一
一

る
方
|ま
も
ち
ろ
ん

し
ば
ら
く

OBの 演奏活動
OBコ ンサート、独重奏演奏会以外にも、ここ1年FIさまざ

秀籍覇奪ξ,種

`「

贅睾護棄倉等々演奏
活動をしているOB

にものだけです、この他にヽ沢
山いらっしゃると思います。

徒
歩
５
分
．

‖16′ 10
‖1510 4

H16119

‖15 12 23

H16 , 15

H16 3 14
116 4 19

H10 4 24
‖16 4 25

Hi0 5 15
H16 5 20
Hi0 7 25

H16 9 6
116 9 26

H1610 2

10期 浅野―則 (クラリ″ ライツ)
16期 坂田年正 (クラナダ ライブ)
16期 遠藤 厚 (大西陣愛ギター教室発表会,
39期 声田純子 (     ″     ,
35期 真柄弘子 (猪居信之ギター教室発表会,
38期 中尾郁子 (     ″     )
40期 柴山ゆうこ (     ″     )
i8期 上月孝― (第2回 ギターアンサンブル

ン,ス ティバルOS AKAI
21期 米川敏明 (     ″      |
19期 木村浩二 (細川卓也ギター教室発表会,

|:翻:奈将喜ヨ参雪辱書ず17y「
ル発表会)

35期 真柄弘子 (猪居信之ギタ 教室発表会,
03期 妹尾崇弘 (     ″     ,
40期 柴山ゆうこ(     ″     )
12期 青木敏明 (グラナダ ライブ)
16期 坂田年正 (グラナダ ライブ)
19期 木村浩三 (村下ギター音楽研究所発表会)
19期 木村浩=(細 川卓也ギター教室発表会)
12期 青木敏明 (明石老人ホーZ、慰問演奏会|
16期 濱近由香利 (グラナダ ライブ)

H161024 16期  遠藤 厚 (大西博愛ギター教室発表会,
09期 声田純子 (

●こちらはこれからです。良かったら聞きに行って下さい.
H16i127 17期  森兼 弘 (グラナグ ライブ,
H161218 19期  木村浩=(グ ラナダ ライブ,
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:‐… …   … 出 席 者 名 … … … … … ・‐・
・

:1期 /水谷修造 4期 /今日克忠 6期 /西日保弘 9期 /稲生哲夫 :

:9期 /高本健児 10期 /浅野一員1 16期′楷木正行 17期 /森兼 弘 :

:19期/木村浩三 20期 /本郷 淳 40期 /柴山ゆう子       :

i42期
(現役四回生〕/宙瀬真和 山本雄―            :

200 4(平成16年)年

総
会
は
延
期

本
年
度
の
幹
事
会
が
７
月
４
日

一日
一、
大
阪
市
中
央
区
民
セ
ン

タ
ー
に
て
Ｏ
Ｂ
Ｈ
名
、
現
役
四

回
生
２
名
の
合
計
Ｂ
名
が
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
議
長
は

‐７
期
の
森
兼
さ
ん
が
務
め
た
。

議
題
は
恒
例
の
①
事
業
報
告

一下
欄
参
照
一②
第
Ｈ
回
総
合
③

第
４
回
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
の
３

題
．

「事
業
報
告
」
に
つ
い
て

は
事
業
報
告
書
を
大
ま
か
な
注

釈
を
加
え
て
読
み
上
げ
る
程
度

の
も
の
で
、
馬
分
位
の
題
目
．

メ
イ
ン
議
題
は

「第
■
回
総
会

」
で
、
恒
例
だ
と
本
年
度
の
秋

に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
状
況
を
踏
ま
え
た

上
、
延
期
す
る
事
と
な
っ
た
．

延
期
の
理
由
は
出
席
者
の
数
で
、

前
回
は
Ｏ
Ｂ
総
数
６
０
０
名
の

内
出
席
者
は
０
名
に
留
ま
っ
た
．

回
を
重
ね
る
毎
に
減
り
続
け
て

お
り
、
前
回
比
数
％
減
位
が
こ

こ
数
回
推
移
し
て
き
た
．
と
こ

ろ
が
前
回
は
前
回
比
が

一
気
に

ｍ
％
減
と
な
っ
た
．
“
名
と
い

う
数
字
は
Ｏ
Ｂ
総
数
の
３
％
強

に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
ま
ま
第
Ｈ

回
を
励
行
し
た
と
し
て
も
、
も

は
や

「総
会
」
と
し
て
の
意
味

を
成
さ
な
い
、
と
判
断
し
延
期

と
し
た
。
開
催
年
に
つ
い
て
は

幹
事
会
に
て
新
た
に
検
討
さ
れ

る
事
に
な
る
の
だ
が
、
今
回
の

幹
事
会
の
席
で
第
４
回
Ｏ
Ｂ
コ

だ
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
．
先
に

記
述
し
た
よ
う
に
昼
か
ら
コ
ン

サ
ー
ト
、
の
ち
総
会
、
夕
刻
か

ら
懇
親
会
と
い
う
運
び
と
な
る

の
が
濃
厚
だ
。
決
定
は
次
年
度

の
幹
事
会
と
な
る
予
定
だ
が
、

新
し
い
情
報
は
逐

一
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
る
予
定
．

Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
つ
い
て
は

”
期
の
本
郷
さ
ん
が
実
行
委
員

長
と
し
て
準
備
活
動
が
は
じ
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
、
詳
細
は
こ
れ

か
ら
詰
め
て
い
く
段
階
だ
。
ま

だ
指
揮
者
、
ア
ン
サ
ン
プ
ル
リ

ー
ダ
ー
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た

め
、
演
奏
山
名
も
未
定
。
準
備

要
員

一実
行
委
　
員
一
、
指
祥
者

リ
ー
ダ
ー
　
ソ
リ
ス
ト
等
、
希

望
者
は
本
郷
さ
ん
へ
、
ま
た
は

Ｏ
Ｂ
会
　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ヘ

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

お
悔
み
申
し
ト
げ
ま
す

ン
サ
ー
ト
当
日
の
開
催

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
の
方
向
で
進
行
す
べ

き
議
決
し
た
。

Ｏ
Ｂ

コ
ン
サ

‐
ト

は
平
成
“
年
の
開
催
、

と
ま
で
は
決
定
し
た
が

内
容
に
つ
い
て
は
、
未

た
め
．
５
頁
に
同
期
の
太
田
さ

ん
の
追
悼
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

11/2617k く現役生>第41回定期演奏会 (メイシアター中ホール、O B25名参Dm
12/7(日)第 15回現役合同リフレーション(信貴tL のどが村、OBと 家族5名、

現役生6名参D0
《平成16年》
4/11(日)第 20回伍線会 (兵庫県社町 善カントリークラフ、10名参D0
5/13(木)く 現役生>第37回独奏演奏会 (メイシアター小ホール)
6/20(日)く 現役生>関西学生ギター連盟第41回定期含同演奏剣 高槻現代劇場中ホール)
マ/4(曰}平 成16年度幹事会伏阪市中央区民センター、現投4回生2名含む13名出開
8/8(日 )第 8回 OB会 独重奏演奏会リハーサル伏阪市中央公会堂)
9/19(日)第 8回 03会 独重奏演奏会伏阪市中央公会堂、小集会室)
11/初旬  機関紙 「あるぺじおJ第 19=発行
《今後の予定》
11/20(土)第 21回伍線会 (兵庫県社町・善カントリークラ功
11/171/kl く現役生>第42回定期演奏会 tメイシアター中ホール)
11/23(日)第 16回現役合同リクし―ション(淀川河サ1公園バーベキュー}

平成16年度事業報告
●平成15年11月～16年10月)

第19回伍線会 (兵庫県社03・善カントリークラス
14名参力D

■
第
６
期
　
西
島
邦
夫
さ
ん

９
月
“

（月
）
、
膵
臓
が
ん
の

《平成15年》
11/8(■)

総会出席者数

出席■菫 00●薇 %

第 1回 104 27 3

第 2ロ 74

策 0回 54

'23

“

4回 47

“

S回 49

“

0ロ 47 99

“

7回 40 07

彙 8回 40 ,2

昴 0ロ 09 ,0

第10ロ 10 02



2004(平成16年,年

西
島
邦
夫
君
の
思
い
出

あ る ノヽくに
'お
  くVOし 10>

～

追

悼

―

去
る
９
月
“
日
秋
彼
岸
、
彼

は
Ｗ
歳
と
、
あ
ま
り
に
も
短
い

生
涯
を
終
え
て
し
ま
っ
た
。
妻

と
長
男
を
残
し
て
逝
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
．
部
内
本
郷
の
東

大
病
院
の

一
室
で
、
静
か
に
息

を
引
き
取

っ
た
そ
う
で
す
。
病

名
は
、
膵
臓
が
ん
で
し
た
。
私

の
も
と
に
訃
報
が
屈
い
た
の
は
、

亡
く
な

っ
て
数
十
分
後
で
し
た
。

長
男
　
潤
君
か
ら
私
の
撓
帯
に

し
っ
か
り
し
た
声
で
、
連
絡
を

頂
き
ま
し
た
。
実
は
当
日
は
休

日
で
し
た
の
で
、
私
も
最
後
の

見
舞
い
に
東
大
病
院
ま
で
行
こ

う
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
言

う
の
は
、
そ
の
２
日
前
に
潤
君

か
ら
、
父
の
命
は
長
く
て
あ
と

１
週
間
く
ら
い
と
の
連
絡
を
受

け
て
い
た
の
で
す
．
僅
か
２
日

後
の
朝
、
８
時
“
分
悲
し
い
電

話
を
頂
い
た
の
で
す
。
私
も
、

か
ね
て
よ
り
奥
様

（９
期
　
旧

姓
／
西
山
加
寿
子
さ
ん
）
よ
り

状
況
は
聞
い
て
お
り
、
覚
悟
は

し
て
お
り
ま
し
た
が
大
変
シ
ョ

第
６
期
　
太
口
　
寛

ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
．

西
島
君
は
、
実
は
１０
年
前
に

膵
炎
で
ｌ
ヶ
月
ほ
ど
入
院
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
６

月
に
タ
イ
に
出
張
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
体
調
が
思
わ
し
く
な

く
途
中
で
切
り
上
げ
、
帰
国
し

て
入
院
し
ま
し
た
。
今
回
も
同

じ
病
気
か
と
思

っ
て
い
ま
し
た

が
　
や
が
て
膵
臓
が
ん
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
７
月
よ
り
東

大
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
８

月
は
じ
め
に
、
奥
様
よ
り
連
絡

を
頂
き
事
情
を
知
ら
さ
れ
驚
き

ま
し
た
．
後
１
ケ
月
く
ら
い
の

命
と
宣
告
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
仕
事
の
合
間
に
時
間
を

み
つ
け
て
、
２
回
ほ
ど
見
舞
い

に
行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
．

私
が
見
舞

っ
た
と
き
は
、
薬
が

よ
く
効
い
て
い
た
そ
う
で
、
体

調
も
よ
く
大
変
元
気
で
、
つ
い

つ
い
時
間
を
忘
れ
て
、
本
人
と

奥
様
と
３
人
で
話
し
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
快
方

に
向
か
っ
て
退
院
で
き
れ
ば
い

い
の
に
と
、
無
理
は
承
知
で
本

気
で
考
え
て
お
り
ま
し
た
。　
一

人
息
子
の
潤
彗
が
、
人
院
し
て

い
る
東
大
の
大
学
院
卒
で
、
現

在
大
手
総
合
商
社
の
技
術
部
門

に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
に
、
本

人
も
奥
様
も
大
変
満
足
げ
で
あ

っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
．

西
島
君
と
は
、
我
々
が
ギ
タ

ー
ク
ラ
ブ

ヘ
人
部
し
た
昭
和
“

年

（・
８
５
年
）
が
出
会
い
で
、

卒
業
後
は
ＯＢ
総
会
で
会
う
く
ら

い
で
、
殆
ど
付
き
合
い
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
お

互
い
が
東
京
勤
務
と
な
り
、
仕

事
の
後
、
た
ま
に

一
杯
や
ろ
う

と
い
う
感
じ
で
会
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
．
特
に
、
同
期
の
西

尾
君
が
仕
事
で
上
京
の
際
は
、

い
つ
も
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
３
人
で
時
間
を
忘
れ
て
、

普
話
に
花
を
咲
か
せ
た
ヽ
の
で

し
た
。
大
体
、
行
く
店
は
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
Ｒ
神
田
駅
近

仕
事
と
関
係
の
無
い
人
た
ち
と

飲
む
の
が
好
き
で
し
た
。
そ
の

店
に
行
く
と
、
東
大
卒
の
弁
護

士
、
学
者
、
会
社
役
員
等
、
気

の
お
け
な
い
仲
間
が
５
～
６
人

い
つ
も
集
ま
っ
て
き
て
、
楽
し

そ
う
に
語
り
合

っ
て
い
ま
し
た

時
に
は
、
口
論
に
な
っ
た
こ
と

も
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
周
り

か
ら
見
て
い
て
も
、
羨
ま
し
い

よ
う
な
関
係
の
仲
間
た
ち
で
し

た
。
休
日
は
ゴ
ル
フ
に
行

っ
た

り
旅
行
に
行
っ
た
り
と
、
遊
び

仲
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

西
島
君
も
、
会
社
で
は
取
締
役

東
京
支
店
民
と
い
う
要
職
に
あ

り
ま
し
た
の
で
、
息
抜
き
の
場

が
必
要
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

私
も
、
大
変
大
事
な
友
人
で

あ
り
、
学
生
時
代
の
東
京
に
於

け
る
唯

一
の
飲
み
仲
間
を
失

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
族
の
皆

様
の
、
悲
し
み
は
ひ
と
し
お
だ

ろ
う
と
思
う
と
、
な
お

一
層
悲

し
く
ヽ
あ
り
残
念
で
も
あ
り
ま

す
．

ら
、
改
め
て
冥
福
を
祈
り
な
が

ら
合
掌
致
し
ま
し
ょ
う
。

く
の
ス
ナ
ッ
ク
で
し
た
が
、
そ

一　
西
島
君
の
同
期
の
６
期
の
皆

こ
は
彼
の
隠
れ
家
と
も
い
え
る

一
様
、
ま
た
親
交
の
あ

っ
た
皆
様
、

店
で
し
た
。
彼
は
　
あ
ま
り
会

一
一
緒
に
昔
の
西
島
君
と
の
楽
し

社
の
仲
間
と
飲
み
に
は
い
か
ず
、
か

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が

当
Ｏ
Ｂ
会
の
ゴ
ル
フ
親
睦
会

で
あ
り
ま
す
伍
線
会
で
す
が
、

今
年
の
春
で
２０
回
を
数
え
ま
し

た
．
メ
ン
パ
ー
の
高
齢
化
と
参

加
人
数
の
減
少
に
も
負
け
ず
し

つ
こ
く
毎
年
２
回
ず
つ
の
ベ
ー

ス
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
．
“

回
の
節
目
も
迎
え
ま
し
た
の
で
、

「
そ
ろ
そ
ろ
散
会
し
ま
へ
ん
か

」
と
宣
言
し
た
の
で

す
が
、
名
倉
名
誉
会

長
の

「
そ
ん
な
冷
た

い
事
言
う
な
や
」
と

い
う
鶴
の

一
声
で
存

続
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
８
月
に

篠
田
会
長
か
ら

「食

道
が
ん
や
ね
ん
」
と

電
話
が
入
り
心
配
し

て
い
た
の
で
す
が
、

手
術
が
無
事
成
功
し

１０
月
に
退
院
さ
れ
ま

し
た
。
次
期
会
長
の

人
選
を
進
め
な
く
て

よ
か

っ
た
な
ぁ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
■
月
加
日

一土
一
兵
庫
県
社
町
の

善
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

致
し
ま
す
．
プ
レ
ー
費
、
食
事
、

会
食
費
、
コ
ン
ペ
の
賞
品
ま
で

含
め
て
も
約
２
万
円
で
参
加
で

き
ま
す
の
で
　
ゴ
ル
フ
愛
好
家

の
方
か
ら
の
参
加
を
募

っ
て
お

り
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

幹
事
　
第
１７
期
　
森
兼
弘
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現
役
合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

平
成
６
年
か
ら
９
年
続
い
た

パ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
で
し
た
が
、

昨
年
は

一
転
し
て
、
野
菜
　
果

樹
を
中
心
と
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア

レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫
で
き
る
施
設
、

奈
良
県
三
郷
町
の

「
の
ど
か
村

」
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
．
斜
面

を
利
用
し
た
広
大
な
敷
地
の
中

に
は
”
種
類
近
く
の
味
覚
狩
り

を
始
め
、
キ
ャ
ン
プ
場
、　
つ
り

池
、
ア
ス
レ
ッ
チ
ク
、
ハ
ー
プ

園
、
パ
ー
ペ
キ
ュ
ー
場
な
ど
が

備
わ
っ
た
農
業
公
園
で
す
が
、

２
月
７
日
と
い
う
季
節
外
れ
で

あ

っ
た
だ
け
に
味
覚
狩
り
な
ど

イ
ベ
ン
ト
の
多
く
は
終
わ
り
、

人
影
も
ま
ば
ら
、
そ
し
て
寒
い
。

イ
チ
ゴ
狩
り
を
望
ん
で
い
た
現

役
生
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
季

節
は
ず
れ
。

「営
業
」
し
て

い
た
の
は

「し
い
た
け
狩
り

」
と

「
み
か
ん
狩
り
」
だ
け

で
、
そ
の
み
か
ん
も
か
な
り

マ
バ
ラ
。
見
掛
け
も
も
う
一

つ
て

「ウ
ー
ン
フ
」
と
い
う

感
じ
だ
っ
た
が
、
食
べ
て
み

る
と
結
構
甘
味
も
強
く
価
格

も
最
盛
期
よ
リ
グ
ー
ン
と
お

得
な
割
引
価
格
で
し
た
。

参
加
者
は
部
長

（昨
年
当

時
）
の
横
開
さ
ん
、
次
期
部

遠
方
だ

っ
た
事
も
あ
っ
て
例
年

よ
り
は
少
な
め
で
し
た
。
現
役

生
か
ら
は
気
軽
に
途
中
参
加
な

ど
が
出
来
る
よ
う
な
場
所
を
望

む
声
も
上
が

っ
て
い
た
よ
う
で
、

今
年
は
又
、
パ
ー
ベ
キ

ュ
ー
会

の
復
活
で
す

一右
欄
参
照
）
．

関
学
の
Ｏ
Ｂ
会
は
去
る
ｍ
月
■
日

一土
）
、
西
宮
市
プ
レ
ラ
ホ
ー
ル
に
て

第
２
回
Ｏ
Ｂ
会
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
部
構
成
で
大
合
奏

の
他
に
ア
ン
サ
ン
プ
ル
が
３
、
２
重

奏
が
２
、
フ
ル
ー
ト
と
の
２
重
奏
が

２
、
そ
し
て
独
奏
が
５
、
内
フ
ラ
メ

ン
コ
が
１
ス
テ
ー
ジ
の
合
計
８
ス
テ

ー
ジ
．
各
ス
テ
ー
ジ
が
５
～
ｍ
分
位

の
短
時
間
で
進
行
し
て
い
く
の
で
飽

き
さ
せ
ず
に
耳
ざ
わ
り
が
良
い
．
出

演
者
は
Ｏ
Ｂ
は
２
名
と
、
や
や
少
な

め
だ

っ
た
が
、
現
役
生
が
“
名
と
外

部
演
奏
家
が
８
名
賛
助
出
演
し
て
お

り
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
は
充
分
．
大
合
奏

長
の
２
回
生

・
原
さ
ん
、
四
回

生
の
國
吉
さ
ん
、
三
回
生
の
高

瀬
さ
ん
、
松
田
さ
ん
、

田
中
さ
ん
の
現
投
６

名
、
　

Ｏ

Ｂ
か

ら
は
６

醸

期
の
西
尾
さ
ん
、
９
期

の
稲
生
さ
ん
、
高
本
さ

ん

・９
期
の
木
村
さ
ん
の

４
名
、
そ
れ
に
稲
生
さ
ん

の
お
子
さ
ん
の
総
勢
Ｈ
名
．

第16回現役合同リクーション

関西学院大学クラシックギタークラブOB会

′ヾ悌磋酵晟嚇太袋

く問含せ>木村浩三

高本健児

||‖
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やっば、コレかな、バーベキュー霞活です !
場所はいつもの通り、 「メニュー,もいつもの
やつ(?)です。フルってご参10下さい。
|〔|メ||‖11,411メ十1メliXIIIメ||IHl,メ|:‖:iメ|IX:‖メ:| |ヽ,メII Xil'(111ス111:1■li,

●と き :11月 28日 (日)午 前10時

北大阪急行 ・崚地公園駅/1F西 改

率L前集合.

現場は駅から徒歩10分位です !公ロ

内の随所に案内図が見られます。還
れて来られる方も籠時参加して下

さい.

●ところ :8口部録地公園 ′ヽ一ベキュー広場
●(06)6865-6066

●費 用 :大人3000円

子供2000円 (小学生以下無料)
※現役生は無料です。

辣骰蹂 鼈俯

は
ヽ
名

一写
真
一
に
至

っ
た
。

●―ス末ステル


